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　現在、多くの国や地域に生物リズム研究の学会や研究会が存在します。米国中心のSociety for Research on 
Biological Rhythms（SRBR）や欧州中心のEuropean Biological Rhythms Societyがいずれも隔年開催であり、
いくつかの学会は不定期の開催であるのに対し、日本時間生物学会は、毎年開催を行っている点でも特徴があ
ります。本学会は、生物リズム研究会と臨床時間生物学研究会という基礎と臨床・ヒトの研究を中心とした２
つの研究会から発展した経緯を反映し、その研究対象はバクテリアからヒトまで広い対象を網羅しています。
その結果、分子・細胞・器官・個体レベルの研究や、社会医学系や数理･工学系の研究など、広範な分野で精
力的に展開している研究者により構成され、特定のジャンルに偏らない点も、日本時間生物学会の特徴です。
本年度の時間生物学会学術大会を開催するに当たり、公募演題のすべてに目を通す機会を得、本学会の優れた
点を実感いたしました。惜しむらくは、学会設立当初に比較して、臨床・社会医学系の演題の割合が低下して
きた事です。基礎研究者も、多忙な臨床医が分子レベルの検討や網羅的な解析が容易にできるよう、技術開発
を進めると共に、研究材料の宝庫でもある臨床現場の医師との積極的な共同研究を通じ、原因追求だけでなく
治療に結びつく研究を進める必要性を感じました。
　過去１世紀以上、生命科学研究は、分析的な手法でその対象を細胞-分子とその構成要素を極限にまで追い
求め、さらに、昨今は遺伝子、タンパク、代謝物質などの網羅的解析が趨勢を極めています。仮説に基づく研
究に代わり、データ中心のアプローチが研究の世界でも取り入れられてきました。一方、これらの研究成果に
よりレポーターやセンタープローブなど各種分子ツールが容易に使えるようになり、先端的な機能イメージン
グが普及して、生体内の分子の動き、その機能が追跡可能となってきました。ようやく、各機能分子のシステ
ムレベルの検討、即ち、生きたままの（できれば覚醒、かつ自由に行動している）個体での研究により、本来
生体がもつ機能を追求する準備が整ってきました。時間生物学では、15年前のほ乳類時計遺伝子クローニング
以降、分子レベルの研究が急速に進展しましたが、ここ５年ほどは、一時のめまぐるしい進展が一段落し、次
の大きな飛躍のための準備状況という印象を受けます。この間、シアノバクテリアに始まった転写を介さない
リズム発振システムは、生物全体に広く存在すること、大きな謎と思われた温度補償性のメカニズムへの挑戦
が少しずつ実を結んできたことなど、地道で着実な進歩もみうけられます。
　本年5月のSRBR2012大会では、Floxマウスを使った時期特異的、組織特異的なノックイン、ノックアウト
技術が大幅に普及しin vivo実験が様変わりしつつあることを実感いたしました。特にうらやましかったの
は、これらのマウスを自由にやりとりして、必要なところに必要なマウスを届けるシステムの普及です。ま
た、翻訳後修飾の研究が進み、単純な転写翻訳ループから一歩進んで、複雑な構造化学の時代に足を踏み入れ
た印象を受けました。振動体間ネットワークとメディエータに注目したシンポジウムや、実験室ではみられな
い挙動を見せる自然界での生物リズムに関するワークショップも注目を集めました。システムレベルからス
タートし、分子レベルへと突き進んでいた研究が、各種の先端的な分子ツールを得た今、再びシステムレベル
に研究の対象が広ってきた感があります。手前味噌ながら、新たなPhysiologyの時代を確信しています。特に
若手研究者の皆さんには、現在追求している分子や細胞の背後にある生きた個体、さらには自然界で生きる個
体があることを忘れず、研究を進めていただきたいと思います。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●　巻　頭　言　●●●●●●●●●●●●●●●●●●

時間生物学のシステムへの回帰：新たなin vivoサイエンスに向けて
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